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(57)【要約】
システムは、レーザ・マイクロフォン、レーザ・ベース
・マイクロフォン、または光マイクロフォンを含む。レ
ーザ・マイクロフォンは、話者に向かう発信レーザ・ビ
ームを送信するレーザ送信機を含む。レーザ送信機は、
自己混合インタフェロメトリ・ユニットとして作用し、
話者から反射される光フィードバック信号を受信し、レ
ーザ・ビームおよび受信光フィードバック信号の自己混
合インタフェロメトリによって光自己混合信号を発生さ
せる。単一のレーザ・ビームを利用する替わりに、複数
のレーザ・ビームが、レーザ送信機のアレイを動作させ
ることによって、または、レーザ・ビームを分割し、若
しくはレーザ・ビームを回折若しくは散乱させるレーザ
・ビーム分割器若しくはクリスタルを利用することによ
って使用される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザ・マイクロフォンを備えるシステムであって、前記レーザ・マイクロフォンが、
　（ｉ）話者に向かう少なくとも１つの発信レーザ・ビームを、レーザ送信機を介して送
信し、（ｉｉ）前記話者から反射される光フィードバック信号を受信し、（ｉｉｉ）前記
少なくとも１つの発信レーザ・ビームおよび前記受信した光フィードバック信号の自己混
合インタフェロメトリによって光自己混合信号を発生させる、自己混合インタフェロメト
リ・ユニットを備え、
　前記少なくとも１つの発信レーザ・ビームが、（Ｉ）前記話者の顔を経時的にスキャン
する単一の発信レーザ・ビームと、（ＩＩ）複数の分離した発信レーザ・ビームのセット
と、の内１つを含む、システム。
【請求項２】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビ
ームを前記話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備える、シス
テム。
【請求項３】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビ
ームを前記話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔からの複数の反射光フィ
ードバック信号を受信して処理する、システム。
【請求項４】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビ
ームを前記話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔からの複数の反射光フィ
ードバック信号の融合に対応する結合フィードバック信号を受信して処理する、システム
。
【請求項５】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビ
ームを前記話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に
処理する、システム。
【請求項６】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビ
ームを前記話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に
処理し、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、前記特定の反射光フィードバック信号に自発的にロック・イン
する、システム。
【請求項７】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビ
ームを前記話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に
処理し、
　前記特定の反射光フィードバック信号が、前記話者の顔から反射される他の１つ以上の
光フィードバック信号に対し、より大きい帯域幅の光自己混合信号に関連付けられる、シ
ステム。
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【請求項８】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　複数のレーザ・ビームを前記話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のア
レイと、
　前記話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単一の特定の反射光フ
ィードバック信号を選択する光フィードバック選択器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記特定の反射光フィードバック信号
にロック・インして処理する、システム。
【請求項９】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　複数のレーザ・ビームを前記話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のア
レイと、
　各自己混合信号の帯域幅の値を比較することによって、前記話者の顔から反射される複
数の光フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を選択する光フ
ィードバック選択器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記特定の反射光フィードバック信号
にロック・インして処理する、システム。
【請求項１０】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　複数のレーザ・ビームを前記話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のア
レイと、
　前記話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号を共に融合して、融合光フィ
ードバック信号にする光フィードバック融合ユニットと、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記融合光フィードバック信号にロッ
ク・インして処理する、システム。
【請求項１１】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、
を備える、システム。
【請求項１２】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔からの複数の反射光フィ
ードバック信号を受信して処理する、システム。
【請求項１３】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔からの複数の反射光フィ
ードバック信号の融合に対応する結合フィードバック信号を受信して処理する、システム
。
【請求項１４】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
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ーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に
処理する、システム。
【請求項１５】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に
処理し、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、前記特定の反射光フィードバック信号に自発的にロック・イン
する、システム。
【請求項１６】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に
処理し、
　前記特定の反射光フィードバック信号が、前記話者の顔から反射される他の１つ以上の
光フィードバック信号に対し、より大きい帯域幅の光自己混合信号に関連付けられる、シ
ステム。
【請求項１７】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、
　前記話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単一の特定の反射光フ
ィードバック信号を選択する光フィードバック選択器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記特定の反射光フィードバック信号
にロック・インして処理する、システム。
【請求項１８】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、
　各自己混合信号の帯域幅の値を比較することによって、前記話者の顔から反射される複
数の光フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を選択する光フ
ィードバック選択器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記特定の反射光フィードバック信号
にロック・インして処理する、システム。
【請求項１９】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、
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　前記話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号を共に融合して、融合光フィ
ードバック信号にする光フィードバック融合ユニットと、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記融合光フィードバック信号にロッ
ク・インして処理する、システム。
【請求項２０】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　複数のレーザ・ビームを前記話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のア
レイを備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔からの複数の反射光フィ
ードバック信号の融合に対応する結合フィードバック信号を受信して処理し、
　前記レーザ・マイクロフォンが、
　特定の発信レーザ・ビームに関連付けられる自己混合信号の品質を推定する自己混合信
号品質推定器と、
　特定の発信レーザ・ビームに関連付けられる自己混合信号の品質に基づいて、前記複数
のレーザ送信機のアレイからの特定のレーザ送信機を選択的に活性化または非活性化する
レーザ選択的活性化および非活性化ユニットと、
を備える、システム。
【請求項２１】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正するモータを備えるレーザ照準ユニット
と、
を備える、システム。
【請求項２２】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが自己混合インタフェロメトリを実行する
間に並行して、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正するモータを備えるレーザ
照準ユニットと、
を備える、システム。
【請求項２３】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　所定のタイミング方式に基づいて、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正する
モータを備えるレーザ照準ユニットと、
を備える、システム。
【請求項２４】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　特定のタイミング方式に基づいて、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正する
モータを備えるレーザ照準ユニットと、
　複数の各々のタイミング方式によって取得される複数の自己混合信号の品質指標の値を
比較することによって、前記特定のタイミング方式を選択する較正ユニットと、
を備える、システム。
【請求項２５】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　疑似ランダム補正方式に基づいて、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正する
モータを備えるレーザ照準ユニットと、
を備える、システム。
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【請求項２６】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　所定のタイミング方式に基づいて、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正する
運動可能な光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、
を備える、システム。
【請求項２７】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　特定のタイミング方式に基づいて、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正する
運動可能な光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、
　複数の各々のタイミング方式によって取得される複数の自己混合信号の品質指標の値を
比較することによって、前記特定のタイミング方式を選択する較正ユニットと、
を備える、システム。
【請求項２８】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　疑似ランダム補正方式に基づいて、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正する
運動可能な光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、
を備える、システム。
【請求項２９】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　特定のタイミング方式に基づいて、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正する
運動可能な光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、
　複数の各々のタイミング方式によって取得される複数の自己混合信号の品質指標の値を
比較することによって、前記特定のタイミング方式を選択する較正ユニットと、
を備える、システム。
【請求項３０】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　疑似ランダム補正方式に基づいて、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正する
運動可能な光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、
を備える、システム。
【請求項３１】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　所定のタイミング方式に基づいて、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正する
運動可能な微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、
を備える、システム。
【請求項３２】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記話者によって発せられるスピーチの周波数よりも大きい時間的スキャニング周波数
を有する所定のタイミング方式に基づいて、前記レーザ送信機の空間的方位を経時的に補
正する運動可能な微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）光学素子を備えるレーザ照準ユニッ
トと、
を備える、システム。
【請求項３３】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
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　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記話者によって発せられるスピーチの周波数よりも大きい少なくとも１．２５回であ
る時間的スキャニング周波数を有する所定のタイミング方式に基づいて、前記レーザ送信
機の空間的方位を経時的に補正する運動可能な微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）光学素
子を備えるレーザ照準ユニットと、
を備える、システム。
【請求項３４】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割するクリスタルと、
を備える、システム。
【請求項３５】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔からの複数の反射光フィ
ードバック信号を受信して処理する、システム。
【請求項３６】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔からの複数の反射光フィ
ードバック信号の融合に対応する結合フィードバック信号を受信して処理する、システム
。
【請求項３７】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に
処理する、システム。
【請求項３８】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に
処理し、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、前記特定の反射光フィードバック信号を自発的にロック・イン
する、システム。
【請求項３９】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
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ーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記話者の顔から反射される複数の光
フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に
処理し、
　前記特定の反射光フィードバック信号が、前記話者の顔から反射される他の１つ以上の
光フィードバック信号に対し、より大きい帯域幅の光自己混合信号に関連付けられる、シ
ステム。
【請求項４０】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割するクリスタルと、
　前記話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単一の特定の反射光フ
ィードバック信号を選択する光フィードバック選択器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記特定の反射光フィードバック信号
にロック・インして処理する、システム。
【請求項４１】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割するクリスタルと、
　各自己混合信号の帯域幅の値を比較することによって、前記話者の顔から反射される複
数の光フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を選択する光フ
ィードバック選択器と、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記特定の反射光フィードバック信号
にロック・インして処理する、システム。
【請求項４２】
　請求項１記載のシステムにおいて、前記レーザ・マイクロフォンが、
　単一のレーザ・ビームを発生させるレーザ発生器と、
　前記単一のレーザ・ビームを、前記話者の顔に向けて同時に発信している２つ以上のレ
ーザ・ビームに分割するクリスタルと、
　前記話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号を共に融合して、融合光フィ
ードバック信号にする光フィードバック融合ユニットと、を備え、
　前記自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、前記融合光フィードバック信号にロッ
ク・インして処理する、システム。
【請求項４３】
　請求項１から４２の何れかに記載のシステムであって、更に、少なくとも１つの音響マ
イクロフォンを備え、当該システムが複合型音響光センサである、システム。
【請求項４４】
　請求項１から４２の何れかに記載のシステムであって、更に、少なくとも１つの音響マ
イクロフォンを備え、当該システムが複合型音響光センサであり、ラップトップ・コンピ
ュータ、スマートフォン、タブレット、ポータブル電子デバイスおよび車両オーディオ・
システムからなる群から選択されるデバイスに具備される、システム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
関連出願についての相互参照
　[001]　本特許出願は、２０１５年７月２６日付けで出願された米国仮特許出願番号第
６２／１９７,０２３号の優先権および利益を主張するものであり、参照によりその全体
が本明細書に組み込まれる。
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【０００２】
　[002]　本特許出願は、２０１５年７月２７日付けで出願された米国仮特許出願番号第
６２／１９７,１０６号の優先権および利益を主張するものであり、参照によりその全体
が本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　[003]　本特許出願は、２０１５年７月２７日付けで出願された米国仮特許出願番号第
６２／１９７,１０７号の優先権および利益を主張するものであり、参照によりその全体
が本明細書に組み込まれる。
【０００４】
　[004]　本特許出願は、２０１５年７月２７日付けで出願された米国仮特許出願番号第
６２／１９７,１０８号号の優先権および利益を主張するものであり、参照によりその全
体が本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００５】
　[005]　本発明は、信号処理に関するものである。
【背景技術】
【０００６】
　[006]　オーディオおよび音響信号は、何百万もの電子デバイスによって取り込まれ、
また処理される。例えば、多くの種類のスマートフォン、タブレット、ラップトップ・コ
ンピュータ、および他の電子デバイスは、オーディオを取り込むことができるオーディオ
・マイクロフォンを有する。当該デバイスによって、ユーザは、例えば、オーディオ／ビ
デオ・クリップを取り込み、ボイス・メッセージを記録し、他の人と電話で会話し、電話
会議若しくはオーディオ／ビデオ会議に参加し、コンピューティング・デバイス若しくは
電子デバイス等に対しスピーチ命令を口頭で供給することを可能とする。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　[007]　本発明は、例えば、オーディオ信号、音響信号、および／または光信号を増強
して処理するためのシステム、デバイスおよび方法を含む。
【０００８】
　[008]　システムは、レーザ・マイクロフォン、レーザ・ベース・マイクロフォンまた
は光マイクロフォンを含む。レーザ・マイクロフォンは、話者に向けた発信レーザ・ビー
ムを送信するレーザ送信機を含む。また、レーザ送信機は、自己混合インタフェロメトリ
・ユニットとしても作用する。自己混合インタフェロメトリ・ユニットは、話者の顔（、
喉、首、または他の身体の部分）から反射される光フィードバック信号を受信し、レーザ
・ビームおよび受信光フィードバック信号の自己混合インタフェロメトリによって光自己
混合信号を発生させる。単一のレーザ光線またはビームを利用する替わりに、レーザ送信
機のアレイを動作させることによって、または、レーザ光線を分割し、レーザ光線やビー
ムを回折若しくは散乱させるレーザ・ビーム分割器若しくはクリスタルを利用することに
よって、複数のレーザ光線またはビームが使用される。任意には、１つ以上のレーザ光線
またはレーザ・ビームは、ターゲット領域を経時的にスキャンしてもよい。
【０００９】
　[009]　本発明は、他のおよび／または追加の利益または利点を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の幾らかの例証的な実施形態による、システムの模式的なブロッ
ク図を示す。
【図２】図２は、本発明の幾らかの例証的な実施形態による、他のシステムの模式的なブ
ロック図を示す。
【図３】図３は、本発明の幾らかの例証的な実施形態による、光マイクロフォンのブロッ
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ク図を示す。
【図４】図４は、本発明の幾らかの例証的な実施形態による、複合型システムのブロック
図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　[0014]　本出願人は、光マイクロフォン、レーザ・ベース・マイクロフォンまたはレー
ザ・マイクロフォンを利用する結果、音響マイクロフォン（複数可）によって取り込まれ
または感知される音響信号を増強または改良し、このような音響信号（複数可）からのノ
イズを低減させ（若しくはデジタル的にフィルタする）、或いは他の目標を達成できるこ
とを理解している。
【００１２】
　[0015]　図１を参照する。図１は、本発明の幾らかの例証的な実施形態によるシステム
１００の模式的なブロック図を示す。システム１００は、例えば、次の一部として実装さ
れる。即ち、電子デバイス、スマートフォン、タブレット、ゲーム・デバイス、ビデオ会
議デバイス、電話、車両デバイス、車両システム、車両ダッシュボード・デバイス、ナビ
ゲーション・システム、マップ・システム、ゲーム・システム、ポータブル・デバイス、
非ポータブル・デバイス、コンピュータ、ラップトップ・コンピュータ、ノートブック・
コンピュータ、タブレット・コンピュータ、サーバ・コンピュータ、ハンドヘルド・デバ
イス、ウェアラブル・デバイス、拡張現実（ＡＲ）デバイス若しくはヘルメット、グラス
若しくはヘッドセット（例えば、ＧｏｏｇｌｅＧｌａｓｓと同様）、仮想現実（ＶＲ）デ
バイス、ヘルメット、グラス若しくはヘッドセット（例えば、ＯｃｕｌｕｓＲｉｆｔと同
様）、スマート・ウォッチ、ボイス命令若しくはスピーチ・ベース命令を受け取ることが
できるマシン、スピーチ・テキスト・コンバータ、ボイス・オーバ・インターネット・プ
ロトコル（ＶｏＩＰ）システム若しくはデバイス、無線通信デバイス若しくはシステム、
有線通信デバイス若しくはシステム、イメージ処理、ビデオ処理、および／若しくはオー
ディオ処理ワークステーション、サーバ若しくはシステム、脳波（ＥＥＧ）システム、医
療デバイス若しくはシステム、医療診断デバイスおよび／若しくはシステム、医療処置デ
バイスおよび／若しくはシステム、並びに／または、他の好適なデバイス若しくはシステ
ムである。幾らかの実施形態では、システム１００は、オーディオを取り込むことができ
、増強オーディオ、クリーン・オーディオ、ノイズ低減オーディオ、または他の改良若し
くは補正オーディオを出力することができる、スタンド・アロン・ユニット、「チップ」
、モジュール、若しくはデバイスとして実装される。システム１００は、１つ以上のハー
ドウェア・コンポーネントおよび／またはソフトウェア・モジュールを利用することによ
って実装される。
【００１３】
　[0016]　システム１００は、例えば、１つ以上の音響マイクロフォン（複数可）１０１
および１つ以上の光マイクロフォン（複数可）１０２を備える。光マイクロフォン（複数
可）１０２のそれぞれ１つは、例えば、レーザ・ベースのマイクロフォンであるか、また
はレーザ・ベース・マイクロフォンを備える。レーザ・ベース・マイクロフォンは、例え
ば、（例えば、レーザ・ビームを、例えば話者またはユーザの顔または口領域に向けて、
或いは、他の関心エリア(area-of-interest)に向けて、レーザ・ビームを送信する）レー
ザ・ベース送信機と、関心エリアから戻される光フィードバックを取り込む光センサと、
光フィードバックを処理して当該光フィードバックに対応する信号（例えば、データのス
トリーム、データ・ストリーム、オーディオ信号若しくは音響信号を対応付け、模倣し、
またはエミュレートするデータ）を発生させる光フィードバック・プロセッサと、を含む
。
【００１４】
　[0017]　音響マイクロフォン（複数可）１０１は、１つ以上の音響信号を捕捉、取り込
みまたは感知する。また、光マイクロフォン（複数可）１０２は、１つ以上の光信号（複
数可）を捕捉、取り込みまたは感知する。信号は、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１
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１０、または、他のコントローラ、プロセッサ、回路、若しくは集積回路（ＩＣ）によっ
て利用されてもよい。例えば、ＤＳＰ１１０は、受信信号に基づいて音響信号を増強また
は改良することができる信号増強モジュール１１１と、受信信号に基づいて音響信号をフ
ィルタすることができるデジタル・フィルタ１１２と、受信信号に基づいて音響信号から
のノイズを低減させることができるノイズ低減（ＮＲ）モジュール１１３と、受信信号に
基づいて、２つ以上のオーディオのソース間を分離若しくは区別することができるブライ
ド・ソース分離（ＢＳＳ）モジュール１１４と、受信信号に基づいて口頭の言葉を認識す
ることができるスピーチ認識（ＳＲ）若しくは音響スピーチ認識（ＡＳＲ）モジュール１
１５と、および／または、他の好適なモジュール若しくはサブ・モジュールと、を備えて
もよく、或いは、これらモジュールとして実装されてもよい。
【００１５】
　[0018]　本願明細書の検討において、音響マイクロフォンによって発生される出力（ま
たは、取り込まれ若しくは処理される信号）を音響（Ａｃｏｕｓｔｉｃ）の「Ａ」と示す
ことがある。
【００１６】
　[0019]　本願明細書の検討において、光（またはレーザ・ベース）マイクロフォンによ
って発生される出力（または取り込まれ若しくは処理される信号）を光（Ｏｐｔｉｃａｌ
）の「Ｏ」と示すことがある。
【００１７】
　[0020]　本願明細書の検討の一部および幾らかの図面が、単一の音響マイクロフォンま
たは２つの音響マイクロフォンに関係し、また、これらを示すことがあるが、これらは、
本発明の幾らかの実装態様の非限定的な例に過ぎないことが明らかである。本発明は、他
の数の音響マイクロフォン、音響マイクロフォンのバッチ、セット若しくはグループ、ま
たは音響マイクロフォンのマトリックス若しくはアレイ等によって利用されても、これら
を備えても、或いは、これらを用いて動作してもよい。
【００１８】
　[0021]　本願明細書の検討の一部および幾らかの図面が、単一の光（レーザ・ベース）
マイクロフォンまたは２つの音響（レーザ・ベース）マイクロフォンに関係し、また、こ
れらを示すことがあるが、これらは、本発明の幾らかの実装態様の非限定的な例に過ぎな
いことが明らかである。本発明は、他の数の光若しくはレーザ・ベース・マイクロフォン
、光若しくはレーザ・ベース・マイクロフォンのバッチ、セット若しくはグループ、また
は光若しくはレーザ・ベース・マイクロフォンのマトリックス若しくはアレイ等によって
利用されても、これらを備えても、或いは、これらを用いて動作してもよい。
【００１９】
　[0022]　本願明細書の検討の一部は、例証的な目的で、２つの「ソース」（例えば、２
人のユーザ、２人の話者、ユーザおよびノイズ、または、ユーザおよび干渉）に関係する
ことがあるが、本発明は、単一ソースを有するシステム、２つの当該ソースを有するシス
テム、または３つ以上の当該ソース（例えば、１人以上の話者、および／または、１つ以
上のノイズ・ソース若しくは干渉ソース）を有するシステムと連携して使用されてもよい
。
【００２０】
　[0023]　図２を参照する。図２は、本発明の幾らかの例証的な実施形態によるシステム
２００の模式的なブロック図を示す。任意には、システム２００は、図１のシステム１０
０の特定の実装態様としてもよい。
【００２１】
　[0024]　システム２００は、複数の音響マイクロフォン、例えば、第１音響マイクロフ
ォン２０１によって取り込まれるオーディオに対応する第１信号Ａ１を発生することがで
きる当該第１音響マイクロフォン２０１と、第２音響マイクロフォン２０２によって取り
込まれるオーディオに対応する第２信号Ａ２を発生することができる当該第２音響マイク
ロフォン２０２と、を備える。システム２００は、１つ以上の光マイクロフォン、例えば
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、光マイクロフォン２０３によって取り込まれる光フィードバックに対応する信号Ｏを発
生することができる、関心エリアの方向に照準を定める当該光マイクロフォン２０３を備
える。
【００２２】
　[0025]　信号処理／増強モジュール２１０は、入力として、第１音響マイクロフォン２
０１の第１信号Ａ１と、第２音響マイクロフォンの第２信号Ａ２と、光マイクロフォンか
らの信号Ｏと、を受信する。信号処理／増強モジュール２１０は、１つ以上の相関器(cor
relator)（複数可）２１１および／または１つ以上の非相関器(de-correlator)２１２を
備える。これらは、相関／非相関コントローラ２１３によって実装される相関／非相関ロ
ジックに基づいて、本願明細書に説明される受信信号、受信信号の一部、またはそれらの
組み合わせ（複数可）に対し、１つ以上の相関付け動作および／若しくは相関解除動作、
これらのセット、一連のもの、またはシーケンスを実行して、特定の目的を達成すること
ができる。例えば、音響信号（複数可）からノイズ（複数可）を低減させることができ、
音響信号（複数可）を改良、増強若しくはクリーンにすることができ、音響信号のソース
の間若しくは話者の間を識別、分離若しくは区別することができ、１人の話者（または複
数の話者）と、ノイズ、背景ノイズ、若しくは環境ノイズとの間を識別、分離若しくは区
別することができ、受信信号の１つ以上に対するデジタル・フィルタとして動作すること
ができ、および／または、他の好適な動作を実行することができる。信号処理／増強モジ
ュール２１０は、増強低減ノイズ信号Ｓを出力する。増強低減ノイズ信号Ｓは、このよう
な目的および／若しくは他の目的のために、システム２００の他のユニット、モジュール
若しくはコンポーネントによって、または、システム２００の外部にある（および／また
は遠隔にある）ユニット、モジュール若しくはコンポーネントによって利用される。
【００２３】
　[0026]　図３を参照する。図３は、本発明の幾らかの例証的な実施形態により、マルチ
・ビーム・レーザ・ユニット１０２０を利用する光マイクロフォン１０００（、レーザ・
ベース・マイクロフォンまたはレーザ・マイクロフォン）の模式的なブロック図を示す。
光マイクロフォン１０００は、例えば、関心エリアに向けてレーザ・ビームを発生させお
よび／または送信することができるレーザ・ベース送信機１００１と、当該関心エリアか
らの受信または反射光フィードバックを取り込むことができる光センサ１００２と、送信
レーザ・ビーム（複数可）およびそれらのタイミングに関する情報をも考慮して、取込ん
だ光フィードバックを処理することができる光フィードバック・プロセッサ１００３と、
を備える。
【００２４】
　[0027]　幾らかの実施形態では、光マイクロフォン１００１および／またはそのコンポ
ーネントは、自己混合モジュール１００４として、または、自己混合チャンバ若しくはユ
ニットとして実装される（または備える）（例えば、自己混合モジュール１００４を内部
に組み込んでもよく、または、上述したコンポーネント１００１、１００２および／若し
くは１００３を備えても、これらを一体として含んでもよい。）。例えば、自動混合イン
タフェロメトリ測定技術（、フィードバック・インタフェロメトリ、誘発変調インタフェ
ロメトリ、または後方散乱変調インタフェロメトリ）を利用し、ここではレーザ・ビーム
はオブジェクトから反射され、レーザに戻される。反射光はレーザ内部で発生される光と
干渉し、これにより、レーザの光学的変化、および／または電気的特性の変化を生じさせ
る。ターゲット・オブジェクトおよびレーザそれ自体についての情報は、挙動または特性
のこれら変化を分析することによって取得される。
【００２５】
　[0028]　任意には、自動混合モジュール１００４は、半導体レーザを備えてもよく、更
には、１つ以上の光(optical)素子若しくは光学(optics)素子１０４０を備えても、また
はこれに隣接して共に配置されてもよい。これらは、例えば、ミラー、前方側面ミラー、
後方側面ミラー、レンズ、一組のレンズ、レンズ構成、ビーム分割器（複数可）、湾曲ミ
ラー（複数可）、平面ミラー（複数可）、側面ミラー（複数可）、前方ミラー（複数可）
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、後方ミラー（複数可）、プリズム（複数可）、ビーム焦束ユニット、ビーム散乱ユニッ
ト、ビーム操縦ユニット、凹ミラー（複数可）、凸ミラー（複数可）、ビーム分散素子、
ビーム散乱素子、ビーム回折素子、クリスタル（複数可）、および／または他の好適な光
学素子である。任意には、例えば、ビーム分割器が１つ以上のレーザ・ビーム（複数可）
を分割し、ビーム操縦ユニットが１つ以上のレーザ・ビーム（複数可）を一定の方向に向
け(steer)、および／または他の好適なコンポーネントが使用されてもよい。
【００２６】
　[0029]　幾らかの実施形態では、当該光学素子またはコンポーネントの内１つ以上（例
えば、ミラー、ビーム分割器、および／またはビーム操縦ユニット）は、任意には、微小
電気機械(Micro-Electro-Mechanical)システム（ＭＥＭＳ）デバイスまたはＭＥＭＳコン
ポーネントとして（またはこれを使用することによって）実装されてもよく、任意には、
所定の運動パターンおよび／若しくはタイミング方式に基づいて、並びに／または所定の
条件に基づいて、当該ＭＥＭＳコンポーネントが運動し、振動し、および／または変位さ
れることを可能にする。
【００２７】
　[0030]　本出願人は、レーザ・ベース・マイクロフォンまたは光マイクロフォンの従来
の実装態様が、関心エリアの推定全体位置、または、話者、人、若しくは他のオブジェク
トの推定位置に固定して向けられる単一の狭レーザ・ビーム（またはレーザ光線）を利用
することを理解している。
【００２８】
　[0031]　本出願人は、このことが不利な点を伴うことがあるものと理解している。何故
ならば、話者（または話者の口または顔）の実際の位置は、必ずしも推定ターゲット位置
にはないことがあるからであり、或いは、話者は、話している間に移動する（例えば、僅
かなまたは自然な顔の動きをする）ことがあるからである。これにより、ノイズを発生さ
せ、および／または、さもなければレーザ・ベース・マイクロフォンの精度または効率を
低下させる。本出願人は、このような不利な点を緩和し、または排除することができる改
良システム（複数可）を考案した。
【００２９】
　[0032]　本発明の第１の例証的な実装態様では、複数の分離したレーザ・ビーム（また
はレーザ光線）のマトリックスまたはアレイが利用されて、ターゲット・エリアにおける
複数の近傍位置の複数のレーザ・ベースの読み取り(reading)を実行することができる。
その結果としての信号は、融合若しくは結合され、または、最良の(best-of)信号が、取
り込まれた信号の各セットから選択されて、各時間ポイントまたは時間スロットでの最良
の利用可能な光読み取り（複数可）を作り出すことができる。
【００３０】
　[0033]　例えば、光マイクロフォンは、一緒に配置される複数のレーザ（例えば、複数
のレーザ・モジュール、複数のレーザ・送信機、複数のレーザ変調機、および／または複
数のレーザ発生機）のアレイ１０５１を備え、同一の関心エリア若しくはターゲットの方
に、または近傍ポイント若しくは隣接ポイントの方に照準を定める。
【００３１】
　[0034]　これに加えて、或いは、これに替えて、１つ以上のビーム分割器（複数可）１
０５２は、光マイクロフォンにおいて（または光マイクロフォンによって）利用され、１
つのレーザ・ビームを２つ以上のレーザ・ビームに分割することができる。これにより、
同一の関心エリア若しくはターゲットに、または近傍ポイントまたは隣接ポイントに照準
を定める２つ以上の（即ち、複数の）レーザ・ビームを発生させる。
【００３２】
　[0035]　幾らかの実施形態では、複数の反射光信号は、共に融合され、または、さもな
ければ光フィードバック融合ユニット１０５３によって結合される。或いは、特定の反射
光信号が、選択された反射光信号の結果生じる自己混合信号の有効性または帯域幅に基づ
いて、光フィードバック選択ユニット１０５４によって選択される。
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【００３３】
　[0036]　任意には、自己混合信号品質推定器１０５５は、品質、効率、有効性、帯域幅
若しくは他の品質指標、または、このようなレーザ・ビームの各々から、および／若しく
は融合若しくは結合された反射光信号から反射して戻される反射光信号の各１つを、推定
、測定、または決定してもよい。その結果、有利若しくは有効となる反射光信号（複数可
）を選択することができ、および／または自己混合信号の効率、品質、帯域幅若しくは信
号対ノイズ比（ＳＮＲ）に寄与することのない反射光信号を破棄することができる。任意
には、レーザ選択的活性／非活性ユニット１０５６は、推定または決定された効率または
品質に基づいて、（例えば、特定のレーザ送信機を活性化若しくは非活性化することによ
って、特定のビーム分割器若しくは他の光学素子を回転、運動、若しくはスピンさせるこ
とによって、または、レーザ電流をオフおよびオンすることによって）分離したレーザの
内１つ以上を選択的に活性化および／または非活性化してもよい。これにより、システム
が、自己混合信号の帯域幅または品質に寄与することのないレーザをオフにすることによ
って電力消費を削減し、リソースを節約すること、および、自己混合信号帯域幅または品
質に実際のところ寄与することのないレーザを維持することを許容する。
【００３４】
　[0037]　本発明の第２の例証的な実施形態では、単一のレーザ光線が利用される（例え
ば、単一のレーザ発生器、レーザ送信機、またはレーザ変調器によって発生または出力さ
れる）。しかしながら、当該単一のレーザ光線は、（例えば、レーザ発生器の方位または
角度位置を機械的または別の方法で修正することができるレーザ照準ユニット１０６１に
よって、或いは、このような動作を実行することができる小型モータ１０６２によって）
動的としてよく、その結果、関心エリア若しくはターゲット領域を「スキャン」すること
ができる。
【００３５】
　[0038]　任意には、スキャニング周波数コントローラ１０６３、制御ユニット、レギュ
レータ、またはモディファイア・ユニットは、このようなスキャニング、運動、若しくは
変位、または配向の補正が、（例えば、任意には、感知音響信号（複数可）から、および
／または感知反射光信号から抽出される、推定した、実際の、または決定したスピーチの
周波数を考慮することによって）追跡されているスピーチの周波数よりも大きい周波数（
例えば、少なくとも１．２５、１．５、１．７５、２．０、２．５、３．０またはそれよ
り大きい）で実行されてもよい。なお、幾らかの実施形態では、（例えば、２つ以上のレ
ーザ発生器からそれぞれ発する、または、ビーム分割器若しくはクリスタルを使用して取
得される）２つ以上のレーザ光線は、同時にまたは連続してスキャニングするのに使用さ
れ、その結果、自己混合信号（複数可）の品質および／または帯域幅を更に増大させるこ
とができる。
【００３６】
　[0039]　幾らかの実施形態では、例えば、小型モータ１０６２は、レーザ発生器または
レーザ送信機を選択的に運動させる。或いは、小型ミラー、ビーム分割器、ビーム操縦ユ
ニット（例えば、任意には、ＭＥＭＳデバイスとして実装されてもよい。）、または、他
の運動可能な反射素子若しくは運動可能な光学素子１０５８が使用され、制御、起動また
は補正されて、レーザ光線が指向される方向、角度、または方位を僅かに補正することが
でき、ターゲットの関心エリアにおいて経時的に当該時間的「スキャニング」を確立する
ことができる。任意には、このような補正は、これに加えてまたはこれに替えて、レーザ
発生器および／若しくはシステムの他のコンポーネントの温度若しくは動作温度を補正す
ることができる温度補正器１０６５によって、並びに／または、このような運動可能な光
学素子および／若しくはそのコントローラに供給される電源、電圧若しくは電流を調節(r
egular)、制御若しくは補正することができる他の補正ユニット（複数可）によって、実
行され或いは達成されてもよい。
【００３７】
　[0040]　本発明の第３の例証的な実施形態では、単一のレーザ（またはレーザ光線）が
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（例えば、単一のレーザ発生器によって、単一のレーザ送信機によって、または単一のレ
ーザ変調器によって）発生される。しかしながら、例えば、クリスタル１０７１、他の回
析光学素子１０７２、または光線分散光学素子を利用することによって、単一に発生され
たレーザ光線は、次いで、回折されて（、分けられ、散乱され、または分割されて）、レ
ーザ・ビームまたは複数のレーザ光線のセットとなる。
【００３８】
　[0041]　幾らかの実施形態では、回析または散乱光素子は、非レンズ回折光学素子１０
７３としても、または光レンズではない素子としてもよい。何故ならば、光レンズは、レ
ーザ・ベース自己混合読み取りの目的で、ノイズおよび／または重ね合わせ(superpositi
on)を生じさせる連続的なビームを生成するからである。寧ろ、幾らかの実施形態では、
クリスタル１０７１、他の非レンズ分散素子、または他の非レンズ散乱素子を利用して、
複数の分離したレーザ光線またはレーザ・ビームから成るレーザ・ビームを発生させるこ
とができ、レーザ・ビームは、つまり、ターゲットの関心エリア（例えば、話者の顔また
は口領域）における（またはその上の）複数の分離したポイント（例えば、近傍ポイント
、隣接ポイント、非隣接ポイント）に届く。
【００３９】
　[0042]　任意には、自己混合チャンバまたはユニットは、単一ロック（、自己ロック、
または自発的ロック）の自己混合チャンバまたはユニットとして構成されてもよい。その
結果、ターゲットの関心エリアから反射して戻される光フィードバック（複数可）は、自
己混合モジュールに、レーザ光線の内１つのみ（、丁度１つ）にロック・オンさせる（ま
たは、分離したレーザ・ビームまたはレーザ光線の内１つのみにロック・オンさせる）こ
とができる。これにより、光マイクロフォンが、複数または数多くの分離したレーザ光線
またはレーザ・ビームから成る幅広レーザ・ビームから、利用可能な最良の光フィードバ
ック信号を受信するのを可能にする。
【００４０】
　[0043]　なお、上述のまたは本願明細書に記載したコンポーネントの内如何なる１つ以
上も、選択的に動作し、選択的な手法で動作し、所定のタイミング方式若しくは所定の運
動パターンにしたがってのみ動作し、疑似ランダム・タイミング方式若しくは疑似ランダ
ム運動パターンにしたがって動作し、または、第１セットの時間スロット若しくは時間間
隔の間に動作し（若しくは活性化され）、また、第２セットの時間スロットまたは時間間
隔の間に動作しない（若しくは非活性化される）ように構成されることが留意されよう。
任意には、乱数発生器（ＲＮＧ）１０８１または疑似乱数発生器（ＰＲＮＧ）が利用され
、システムに具備され、或いは、システムに関連付けられ、または、システムによってア
クセスされてもよい。その結果、ランダムまたは疑似ランダムの運動、振動、温度の変化
、変調の変化、または、システムのコンポーネントの内１つ以上の運動を生じさせるため
に、ランダムまたは疑似ランダム・トリガ信号を供給することができる。任意には、較正
器ユニット１０８２は、活性化／非活性化方式における１つ以上または複数のタイミング
方式、運動方式、またはスキャニング方式を検査するように、また、これらから特定の方
式を選択するように動作してもよい。当該特定の方式は、自己混合信号の効率、品質、有
効性または帯域幅に対するより大きな寄与（または最大寄与）を有するように決定（また
は推定）される。任意には、タイミング・ユニット１０８３は、リアル・タイム・クロッ
ク（ＲＴＣ）若しくは他のカウンタに関連付けられても、これを備えても、またはこれを
利用してもよく、タイミング方式、タイミング・パターン、またはタイミング・スケジュ
ールを発生し、上述した動作のために若しくは上述したコンポーネント（複数可）によっ
て利用されてもよい。
【００４１】
　[0044]　本願明細書で使用される「レーザ」または「レーザ送信機」という用語は、例
えば、スタンド・アロン・レーザ送信機、レーザ送信機ユニット、レーザ発生器、レーザ
・ビーム若しくはレーザ光線を発生および／若しくは送信することができるコンポーネン
ト、レーザ・ドライブ、レーザ・ドライバ、変調器に関連付けられるレーザ送信機、レー
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ザ送信機と変調器の組み合わせ、レーザ・ドライバ若しくはレーザ・ドライブと変調器と
の組み合わせ、または、レーザ・ビームを発生および／若しくは送信することができる他
の好適なコンポーネントを含むことがあり、或いは、これらとすることがある。
【００４２】
　[0045]　本願明細書で使用される「音響マイクロフォン」という用語は、１つ以上の音
響マイクロフォン（複数可）および／または音響センサ（複数可）を含むことがある。或
いは、複数の当該音響マイクロフォンおよび／または音響センサのマトリックス、アレイ
、セット、グループ、バッチ、または構成を含むことがある。或いは、音を電気信号に変
換することができる１つ以上のセンサ、デバイス、ユニット、トランスデューサ、または
変換器を含むことがある。電磁誘導（例えば、動的マイクロフォン）、静電容量変化（例
えば、コンデンサ・マイクロフォン）、および／または圧電気（例えば、圧電性マイクロ
フォン）を利用して、空気圧振動から電気信号を作り出すことができるマイクロフォンま
たはトランスデューサを含むことがある。任意には、前置増幅器または増幅器に接続され
、関連付けられ、または、これらをまた備えるマイクロフォンを含むことがある。カーボ
ン・マイクロフォン、カーボン・ボタン・マイクロフォン、ボタン・マイクロフォン、リ
ボン・マイクロフォン、エレクトレット・コンデンサ・マイクロフォン、静電容量マイク
ロフォン、磁気ダイナミック・マイクロフォン、ダイナミック・マイクロフォン、静電マ
イクロフォン、無線周波数（ＲＦ）コンデンサ・マイクロフォン、クリスタル・マイクロ
フォン、圧力マイクロフォ、若しくは圧電性マイクロフォン、並びに／または、他の好適
な種別のオーディオ・マイクロフォン、音響マイクロフォン、および／若しくはサウンド
取り込みマイクロフォンを含むことがある。
【００４３】
　[0046]　本願明細書で使用される「レーザ・マイクロフォン」という用語は、例えば、
１つ以上のレーザ・マイクロフォン（複数可）またはセンサ（複数可）と、１つ以上のレ
ーザ・ベース・マイクロフォン（複数可）またはセンサ（複数可）と、１つ以上の光マイ
クロフォン（複数可）またはセンサ（複数可）と、コヒーレント電磁波を利用する１つ以
上のマイクロフォン（複数可）またはセンサ（複数可）と、振動測定法を利用するか振動
記録計を備える１つ以上の光センサ（複数可）またはレーザ・ベース・センサ（複数可）
と、自己混合モジュールを備えるか自己混合インタフェロメトリ測定技術（、フィードバ
ック・インタフェロメトリ、誘起変調インタフェロメトリ、または後方散乱変調インタフ
ェロメトリ）を利用する１つ以上の光センサ（複数可）および／またはレーザ・ベース・
センサ（複数可）と、を含むことがある。ここでは、レーザ・ビームは、オブジェクトか
ら反射され、レーザに戻される。また、反射光は、レーザ内部で発生する光と干渉する。
このことは、レーザの光および／または電気特性に変化を生じさせ、ターゲット・オブジ
ェクトおよびレーザそれ自体についての情報がこれら変化を分析することによって取得さ
れる。
【００４４】
　[0047]　本願明細書で使用される「振動している」、「振動」若しくは「振動する」と
いう用語または類似の用語は、他の如何なる好適な種別の運動に関係し、これらを含むこ
とがあり、更に、必ずしも、振動または反響それ自体を要する訳ではないことがある。こ
れらは、例えば、如何なる好適な種別の動き、運動、変位、変動、移動(drifting)、傾斜
、水平移動、垂直移動、斜め移動、１次元移動、２次元移動、または３次元移動等を含む
ことがある。
【００４５】
　[0048]　本発明の幾らかの実施形態では、任意には、レーザ・マイクロフォンを利用し
てもよく、「安全な」レーザ・ビームまたはソースのみが使用される。例えば、人間の身
体および／若しくは人間の目を損傷させることのないものとして知られるレーザ・ビーム
（複数可）若しくはソース（複数可）、または、短い時間期間の間に偶然に人間の目をヒ
ットしても損傷しないものとして知られるレーザ・ビーム（複数可）および／若しくはソ
ース（複数可）である。幾らかの実施形態は、例えば、アイ・セーフ(Eye-Safe)レーザ、
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赤外線レーザ、赤外線光信号（複数可）、低出力レーザ、若しくは低強度レーザ、および
／または、他の好適な種別の光信号、光ビーム（複数可）、レーザ・ビーム（複数可）若
しくは赤外線ビーム（複数可）等を利用する。当業者にとって、１つ以上の好適な種別の
レーザ・ビーム（複数可）またはレーザ・ソース（複数可）が選択されて利用される結果
、安全かつ効率的に、本発明のシステムおよび方法を実施することができることが認めら
れよう。幾らかの実施形態では、任意には、話者またはユーザは、サングラス、保護アイ
・ギア、または保護ゴーグルを着用することが要求される結果、全般的に安全なレーザ・
ビームによって時折「ヒット」されることがあるユーザの目に対し、追加の予防策として
付加的な安全性を提供することができる。
【００４６】
　[0049]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンまたは光マイクロフォンを利
用し、当該光マイクロフォン（または光センサ）、および／またはそのコンポーネントは
、自己混合モジュールとして実装される（またはこれを備える）。例えば、自動混合イン
タフェロメトリ測定技術（、フィードバック・インタフェロメトリ、誘発変調インタフェ
ロメトリ、または後方散乱変調インタフェロメトリ）を利用し、ここでは、レーザ・ビー
ムがオブジェクトから反射され、レーザに戻される。反射光は、レーザ内で発生される光
と干渉する。このことは、レーザの光特性および／または電気的特性の変化を生じさせる
。ターゲット・オブジェクトおよびレーザそれ自体に関する情報は、これら変化を分析す
ることによって取得される。幾らかの実施形態では、光マイクロフォンまたはレーザ・マ
イクロフォンは、話者の顔ポイント、顔領域、若しくは顔エリア（例えば、口、口エリア
、唇、唇エリア、頬、鼻、あご、首、のど、耳）における肌（若しくは表面）の振動を遠
隔で検出し、測定し、若しくは推定するように、および／または、肌の振動における直接
の変化を遠隔で検出し、測定し、若しくは推定するように動作する。ここでは、話者の口
によって吐き出される蒸気に対する、話されたスピーチの影響を間接的に測定するのを試
みるのではない。また、話されたスピーチに起因する口によって生じる湿気、相対湿気、
気体コンポーネント、または液体コンポーネントに対する、話されたスピーチの影響を間
接的に測定するのを試みるのではない。
【００４７】
　[0050]　本発明は、ノイズ低減および／またはスピーチ増強からの利益を得る様々なデ
バイスまたはシステムで利用され、当該デバイスまたはシステムによって利用され、或い
は当該デバイスまたはシステムと連携して利用される。当該デバイスまたはシステムは、
例えば、スマートフォン、セル等電話機、コードレス電話機、ビデオ会議システム若しく
はデバイス、電話会議システム若しくはデバイス、オーディオ／ビデオ・カメラ、ウェブ
・カメラ若しくはウェブカム、固定電話システム、セルラ電話システム、ボイス・メッセ
ージング・システム、ボイス・オーバＩＰシステム、ネットワーク若しくはデバイス、車
両、車両ダッシュボード、車両オーディオ・システム若しくはマイクロフォン、ナビゲー
ション・デバイス若しくはシステム、車両ナビゲーション・デバイス若しくはシステム、
マッピング若しくはルート・ガイダンス・デバイス若しくはシステム、車両ルート・ガイ
ダンス、デバイス若しくはシステム、ディクテーション・システム若しくはデバイス、ス
ピーチ認識（ＳＲ）デバイス、モジュール若しくはシステム、自動スピーチ認識（ＡＳＲ
）モジュール、デバイス若しくはシステム、スピーチ・テキスト変換器、変換システム若
しくはデバイス、ラップトップ・コンピュータ、デスクトップ・コンピュータ、ノートブ
ック・パソコン、タブレット、電話タブレット若しくは「ファブレット」("phablet")デ
バイス、ゲーム・デバイス、ゲーム・コンソール、ウェアラブル・デバイス、スマート・
ウォッチ、仮想現実（ＶＲ）デバイス、ヘルメット、グラス若しくはヘッドギア、拡張現
実（ＡＲ）、デバイス、ヘルメット、グラス若しくはヘッドギア、インターネット・オブ
・シングス（ＩｏＴ）デバイス若しくは機器、インターネット接続デバイス若しくは機器
、無線接続デバイス若しくは機器、スピーチ・ベース命令若しくはオーディオ命令を利用
するデバイス、システム若しくはモジュール、オーディオ信号、スピーチおよび／若しく
は音響信号を取り込み、記録し、処理しおよび／若しくは分析するデバイス若しくはシス
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テム、並びに／または、他の好適なシステムおよびデバイスである。
【００４８】
　[0051]　本発明の幾らかの実施形態は、レーザ・ベース・デバイス、装置若しくはシス
テム、レーザ・ベース・マイクロフォン若しくはセンサ、レーザ・マイクロフォン若しく
はセンサ、光マイクロフォン若しくはセンサ、複合型音響光センサ若しくはマイクロフォ
ン、結合音響光センサ若しくはマイクロフォン、および／または上記の内１つ以上を備え
るか利用するシステムを提供し、或いは備える。
【００４９】
　[0052]　図４を参照して、本発明の幾らかの例証的な実施形態により、システム１１０
０の模式的なブロック図を示す。
【００５０】
　[0053]　システム１１００は、例えば、ターゲット（例えば、話者の顔）に向けて光ビ
ーム（例えば、レーザ・ビーム）を送信することができる光マイクロフォン１１０１を備
える。光マイクロフォン１１０１はまた、ターゲットから、特に、話者において振動する
振動領域、顔領域、または顔部分から反射される光フィードバックを取り込んで分析する
ことができる。光マイクロフォン１１０１は、自己混合（ＳＭ）チャンバ若しくはユニッ
ト、インタフェロメトリ・チャンバ若しくはユニット、インタフェロメータ、振動記録計
、ターゲット振動記録計、または、送信光ビームに対する受信光信号のスペクトルを分析
することができ、ターゲット（例えば、話者）によって発生されるオーディオ、スピーチ
または発話を遠隔で推定することができる他の好適なコンポーネントとしても、これらを
備えても、またはこれらを利用してもよい。
【００５１】
　[0054]　任意には、システム１１００は、オーディオを取り込む音響マイクロフォン１
１０２またはオーディオ・マイクロフォンを備えてもよい。任意には、光フィードバック
の分析結果を利用して、取り込んだオーディオ信号を改良、増強若しくはフィルタするこ
とができ、および／または、取り込んだオーディオ信号からノイズを低減またはキャンセ
ルすることがでる。任意には、システム１１００は、複合型音響光センサとして、または
、複合型音響光センサとして実装されてもよい。他の実施形態では、システム１１００は
、必ずしも、音響マイクロフォンを備える必要はない。更なる他の実施形態では、システ
ム１１００は、光マイクロフォン１１０２を備えてもよい。また、音響マイクロフォンを
備えなくてもよいが、外部または遠隔の音響マイクロフォンと連携して動作するのがよい
。
【００５２】
　[0055]　システム１１００は、更に、ビーム照準ユニット１１０３（、偏向(tilting)
ユニット、傾斜ユニット、定位ユニット、ターゲティング・ユニット、または指向ユニッ
ト）を備える。例えば、レーザ・ビーム指向ユニット、照準ユニット、またはターゲット
に向けて送信光ビーム（例えば、送信レーザ・ビーム）を指向することができ、および／
若しくは、このような光ビーム若しくはレーザ・ビームの方向を微調整若しくは補正する
ことができる他のユニット若しくはモジュールとして実装される。光ビームまたはレーザ
・ビームのターゲットに向けた指向または調整は、１つ以上の好適な機構を使用すること
によって実行されて達成される。
【００５３】
　[0056]　第１の実施例では、光マイクロフォン１１０１は、（例えば、車両ダッシュボ
ード上や、ラップトップ・コンピュータのスクリーンのフレーム上の）第１位置またはポ
イントに固定的に載置され、取り付けられ、または位置する。また、当該デバイスを通常
利用する話者の推定位置または全般位置に向けて全般的にポイントするか、指向される（
例えば、車両内のドライバの頭の推定全般位置に照準を定め若しくはターゲットにする、
または、ラップトップ・コンピュータのユーザの頭の推定全般位置に照準を定め、若しく
はターゲットする。）。これは、（例えば、車両のダッシュボード若しくは車両の製造業
者によって、または、ラップトップ・コンピュータの製造業者によって実行される）固定
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され、または予め載置された角度傾斜または定位に基づく。
【００５４】
　[0057]　第２の実施例では、光マイクロフォンは、講堂(lecture hall)の壁に載置され
、そして、当該講堂のステージまたは演壇の全般位置に向いたそのレーザ・ビームまたは
その光ビームを固定的にポイントし、または照準を定める。その結果、講師である話者を
ターゲットすることができる。
【００５５】
　[0058]　第３の実施例では、モータ、エンジン、ロボット・アーム、または他の機械式
傾斜(slanting)ユニット１１０４が使用され、光マイクロフォンの光ビームまたはレーザ
・ビームの方向を、話者の実際または推定位置に向けて調整、傾斜または偏向することが
できる。任意には、制御インタフェースを介する。当該制御インタフェースは、（例えば
、光カメラ、映像器またはビデオ記録デバイスを、制御インタフェース、パン・チルト・
ズーム（ＰＴＺ）インタフェースまたはロボット・アーム等を通じて移動または傾斜させ
るのと同様の手法で）所望のターゲットに向けて光マイクロフォンの移動または傾斜をア
ドミニストレータに命令させる。
【００５６】
　[0059]　第４の実施例では、映像器１１０５またはカメラを使用して、光マイクロフォ
ンの周囲のイメージまたはビデオをキャプチャすることができる。また、顔認識モジュー
ル、イメージ認識モジュール、顔識別モジュール、または他のコンピュータ・ビジョン・
アルゴリズム若しくはモジュールを使用して、キャプチャされたイメージまたはビデオを
分析することができ、話者（または、特定の、所望の話者）の位置を決定することができ
、更に、光ビームの傾斜、照射、ターゲティング、または再調整によって、識別した話者
に向けて照準を定めることができる。第５の実施例では、話者は、所定の形状、色、また
はパターンを有し、通常はランダムで見つけられない特定のタグ、トークン、物品、また
は物体（例えば、黄色の四角形内で緑の三角形を示すタグまたはボタン）を着用または坦
持することが要求される。また、映像器またはカメラは、システム１１００のエリアまた
は周辺をスキャンし、所定のタグを検出または見つけるためにイメージまたはビデオを分
析し、タグに向けて、または当該タグからの所定若しくは推定のオフセット距離に向けて
（例えば、話者が、彼のジャケットのポケットのタグを坦持または着用するように指示さ
れている場合に、検出されたタグに対して上方または垂直方向に所定のＫ度だけ傾斜させ
て）、光マイクロフォンに照準を定める。
【００５７】
　[0060]　第６の実施例では、光学アセンブリ１１０６または光学構成（例えば、１つ以
上のミラー、平面ミラー、凹ミラー、凸ミラー、レンズ、プリズム、ビーム分割器、集束
素子、回折素子、回折素子、凝縮素子、および／または他の光学素子若しくは光素子）が
利用されて、ターゲット、話者、または人間の顔について知られた位置、推定された位置
、または全般位置に向けて光ビームまたはレーザ・ビームを向け、または照準を定めるこ
とができる。光学アセンブリは、（例えば、ドライバの顔の全般位置に向けて車両の光セ
ンサに照準を定めまたはターゲットするために、車両内で）固定的に予め載置され、或い
は、話者または彼の頭についての実際の位置または推定位置に関するリアル・タイム情報
（例えば、映像器を使用することによって決定され、または、閾値よりも大きい信号対ノ
イズ比（ＳＮＲ）の値を見つけることによって決定される。）に基づいて、動的に調節さ
れ、移動され、偏向され、または傾斜される。
【００５８】
　[0061]　第７の実施例では、光マイクロフォンは、（例えば、機械式傾斜ユニット１１
０４を通じて移動または傾斜することによって）移動し、またはターゲット・エリアを「
スキャン」する。また、信号対ノイズ比（ＳＮＲ）の値が最大、最適または閾値より大き
くなる特定の方向で維持し、または戻る(go-back)。
【００５９】
　[0062]　第８の実施例では、特に、話者がステージ上で移動しているか、部屋の中で移
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動している場合に、或いは、彼の顔を異なる方向へ移動させる場合に、話者は、（例えば
、歌手またはパフォーマが、マイクロフォン・スタンドに載置された有線の音響マイクロ
フォンに近接して立つことが求められるのと同様の手法で、）特定のスポット若しくは位
置に立つことが要求若しくは求められ、その結果、システムを率的に機能させるのを可能
にする。および／または、話者は、（例えば歌手またはパフォーマが、カメラ若しくはビ
デオ・レコーダを見ることが要求され、または、彼が保持する音響マイクロフォンに近接
するように彼の口を持っていくことを要求されるのと同様の手法で、）特定の方向を見る
、若しくは彼の顔を特定の方向に動かすことが（例えば、光マイクロフォンに向かって直
接見ることが）要求され若しくは求められ、その結果、システムを効率的に動作させるの
を可能にする。
【００６０】
　[0063]　他の好適な機構が使用されて、所望のターゲットによる光ビームについて照準
を定めること、ターゲットすること、および／または調整することを達成或いは微調整す
ることができる。
【００６１】
　[0064]　本発明の光マイクロフォンおよび／またはシステムは、ターゲットまたは話者
と連続的に調整される必要はないし、また、必ずしも、レーザ・ビームまたは光ビームに
よって話者を連続的に「ヒット」する必要はないことが明らかである。寧ろ、幾らかの実
施形態では、本発明は、光ビーム若しくはレーザ・ビームが実際に話者の顔を「ヒット」
する時間期間、または話者の振動した顔領域からの光フィードバックの反射を実際に生じ
させる時間期間の間にのみ動作すればよい。幾らかの実施形態では、システムは、レーザ
・ビーム（複数可）または光信号（複数可）が話者の顔、口または口領域を実際にヒット
する（、リーチする、またはタッチする）時間期間（複数可）の間であって、他の時間期
間または時間スロットではないときに、少なくとも動作または効率的に動作すればよい。
幾らかの実施形態では、システムおよび／または方法は、必ずしも、連続的なスピーチ増
強、連続的なノイズ低減、または連続的なスピーチ検出を提供する必要はない。しかしな
がら、寧ろ、幾らかの実施形態では、スピーチ増強、ノイズ低減、および／またはスピー
チ検出は、レーザ・ビーム（複数可）が話者の顔を実際にヒットして、振動する表面また
は顔領域からの光フィードバックの反射を生じさせる特定の時間期間において達成される
。幾らかの実施形態では、システムは、レーザ・ビームの顔領域との当該実際の「ヒット
」が達成されるこのような時間期間（例えば、１時間の内数分、または１分の内数秒のみ
）の間のみ動作する。他の実施態様では、例えば、レーザ・ビームがドライバの頭または
顔の位置に向けて指向される車両システムにおいて、連続的若しくは実質的に連続的なノ
イズ低減および／またはスピーチ増強が達成される。
【００６２】
　[0065]　本発明によれば、光マイクロフォン１１０１は、自動混合チャンバ、ユニット
、自己混合インタフェロメータ、またはターゲット振動記録計を備える。そして、話者の
顔の肌、顔領域または頭領域の振動を遠隔で測定または推定するために、反射光フィード
バック（例えば、送信レーザ・ビームの反射フィードバック）を利用し、送信光フィード
バックに関する光フィードバックを分析するために、スペクトル分析器１１０７を利用し
、また、当該話者によって発生または発せられたスピーチまたはオーディオに対応する信
号を推定または取り出すために、スピーチ推定器ユニット１１０８を利用する。
【００６３】
　[0066]　任意には、システム１１００は、信号増強器１１０９を備えてもよい。信号増
強器１１０９は、光マイクロフォン１１０１によって発生された出力に基づいて、音響マ
イクロフォン１１０２によって取り込まれた音響信号を増強、フィルタ、改良、および／
またはクリーンにする。例えば、システム１１００は、音響マイクロフォン１１０２によ
って取り込まれた音響信号に対し、光マイクロフォン１１０１の出力を考慮することによ
って、および／または、話者の顔から反射されて戻される光フィードバックまたは光信号
（複数可）の分析を考慮することによって、動的に構成されるデジタル・フィルタを動的



(21) JP 2018-536304 A 2018.12.6

10

20

30

40

50

に生成し、また、動的に適用する。
【００６４】
　[0067]　システム１１００は、更に、図１から図３の如何なるものにも示された、並び
に／または図１から図３、上記、および／または本明細書を参照して検討したコンポーネ
ントおよび／またはシステムの任意のもの、幾らかのもの、または全てのものを備えても
よい。
【００６５】
　[0068]　本発明は、１つ以上の種別の音響サンプル、データ・サンプル、ボイス・サン
プル、またはボイス・プリントと連携して利用される。これらは、必ずしも、単に音響レ
コード若しくは生の音響サウンドでなくてもよく、或いは、必ずしも、クリーンにされた
若しくはデジタル的にクリーンにされた、または、フィルタされた若しくはデジタル的に
フィルタされた音響レコードまたは音響データでなくてもよい。例えば、本発明は、上述
した他のサンプル若しくはデータに加えて、またはこれらに替えて、次の内１つ以上を利
用しても、これらと連携して動作してもよい。すなわち、（ａ）自動混合光信号の分析に
基づいて、光マイクロフォン１１０１によって決定される音声信号、または推定若しくは
検出音声信号、（ｂ）それ自体で、および／または光マイクロフォン１１０１によって推
定されるスピーチ信号と連携して、音響マイクロフォン１１０２によって取り込まれる音
響サンプル、（ｃ）音響マイクロフォン１１０２によって取り込まれる音響サンプル、お
よび、光マイクロフォン１１０１によって推定される音声信号に基づいてクリーンにされ
若しくはデジタル的にクリーンにされ、フィルタされ若しくはデジタル的にフィルタされ
、または、デジタル的に調節され若しくはデジタル的に修正される音響サンプル、（ｄ）
１つ以上の生体アルゴリズムまたはサブ・モジュール（例えば、ニューラル・ネットワー
ク・モジュールまたは隠れマルコフ・モデル（ＨＭＭ）ユニット）を利用することによっ
て取得また作り出されるボイス・プリントまたはスピーチ・サンプルであって、音響信号
および光信号の両方（例えば、光マイクロフォン１１０１の自己混合信号）を利用して、
話者の発話からより多くのデータおよび／またはより多くのユーザ特有の特徴を抽出する
ことができるもの、である。
【００６６】
　[0069]　本発明の幾らかの実施形態は、光マイクロフォン、レーザ・マイクロフォン若
しくはレーザ・ベース・マイクロフォン、または、光センサ、レーザ・センサ若しくはレ
ーザ・ベース・センサを備える。これらは、複数のレーザ、複数のレーザ・ビーム、また
は複数のレーザ送信機を利用して、単一のレーザ・ドライブ・コンポーネントおよび／ま
たは単一のレーザ受信機コンポーネントと連携する。これにより、当該光若しくはレーザ
・ベース・マイクロフォンまたはセンサを利用することによって、自己混合技術、モジュ
ールまたはチャンバ（或いは、自己混合インタフェロメトリ技術、モジュールまたはチャ
ンバ）の有効性を増加または改良する。
【００６７】
　[0070]　本発明の幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンまたは光マイクロフ
ォンを任意に利用する。そして、レーザ・ビーム若しくは光ビームは、話者の推定全般位
置に向けられ、または、話者が位置するか、話者が位置すると推定される所定のターゲッ
ト・エリアまたはターゲット領域に向けられる。例えば、レーザ・ソースは、車両内に設
置されてもよく、ドライバの頭が通常位置する全般位置にターゲティングされてもよい。
他の実施態様では、システムは、任意には、１つ以上のモジュールを含んでもよい。当該
モジュールは、例えば、イメージ認識に基づいて、ビデオ分析若しくはイメージ分析に基
づいて、または所定のアイテム若しくはオブジェクト（例えば、話者は、特定アイテム（
例えば、特定の形状、色、および／または特徴を有する帽子または首飾り(collar)を着用
する。）等に基づいて、人の（または話者の）口または頭を、例えば定位し、見つけ、検
出しまたは追跡する。幾らかの実施形態では、レーザ・ソース（複数可）は、静止または
固定される。また、話者の全般位置に向けて、または話者の推定位置に向けて、固定的に
ポイントされる。他の実施態様では、レーザ・ソース（複数可）は非固定であり、それら
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の方位を自動的に移動および／または変更することができ、例えば、話者の全般位置に向
けて、または推定位置若しくは正確な位置に向けて、追跡し、照準を定めることができる
。幾らかの実施形態では、複数のレーザ・ソース（複数可）を並列に使用して、固定およ
び／または移動してもよい。
【００６８】
　[0071]　本発明の幾らかの例証的な実施形態では、任意には、レーザ・マイクロフォン
または光マイクロフォンを利用してもよく、システムおよび方法は、レーザ・ビーム（複
数可）または光信号（複数可）が話者の顔、口または口領域を実際にヒットする（、リー
チする、またはタッチする）時間期間（複数可）の間に少なくとも効率的に動作する。幾
らかの実施形態では、システムおよび／または方法は、必ずしも、連続的なスピーチ増強
または連続的なノイズ低減を提供するわけではない。しかしながら、幾らかの実施形態で
は、スピーチ増強および／またはノイズ低減は、レーザ・ビームが話者の顔を実際にヒッ
トする当該時間期間に達成される。他の実施形態では、連続的または実質的に連続的なノ
イズ低減および／またはスピーチ増強は、例えば、レーザ・ビームがドライバの頭または
顔の位置に向けて指向される車両システムにおいて達成される。
【００６９】
　[0072]　本発明のシステム（複数可）は、任意には、好適なハードウェア・コンポーネ
ントおよび／若しくはソフトウェア・コンポーネントを備えてもよく、またはこれらコン
ポーネントによって実装されてもよい。これらコンポーネントは、例えば、プロセッサ、
プロセッサ・コア、中央演算処理ユニット（ＣＰＵ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）、回路、集積回路（ＩＣ）、コントローラ、メモリ・ユニット、レジスタ、アキュムレ
ータ、記憶ユニット、入力ユニット（例えば、タッチ・スクリーン、キーボード、キーパ
ッド、スタイラス、マウス、タッチパッド、ジョイスティック、トラックボール、マイク
ロフォン）、出力ユニット（例えばスクリーン、タッチ・スクリーン、モニタ、ディスプ
レイ・ユニット、音響スピーカ）、音響マイクロフォン（複数可）および／若しくはセン
サ、光マイクロフォン（複数可）および／若しくはセンサ（複数可）、レーザ若しくはレ
ーザ・ベース・マイクロフォン（複数可）および／若しくはセンサ（複数可）、有線もし
くは無線モデム、送受信機、送信機、若しくはレシーバ、ＧＰＳ受信機若しくはＧＰＳエ
レメント、他の位置ベース若しくは位置決定ユニット若しくはシステム、ネットワーク・
エレメント（例えば、ルータ、スイッチ、ハブ、アンテナ）、並びに／または他の好適な
コンポーネントおよび／若しくはモジュールである。本発明のシステム（複数可）は、任
意には、同じ位置にあるコンポーネント、遠隔のコンポーネント、またはモジュール、「
クラウド・コンピューティング」サーバ、デバイス若しくは記憶装置、クライアント／サ
ーバ・アーキテクチャ、ピア・ツー・ピア・アーキテクチャ、分散アーキテクチャ、およ
び／または、他の好適なアーキテクチャ、システム・トポロジ若しくはネットワーク・ト
ポロジを利用することによって実装されてもよい。
【００７０】
　[0073]　本発明の幾らかの実施形態は、参照によりその全体が本願明細書に組み込まれ
る「指向性のコヒーレント電磁波を使用したサウンド・ソース分割およびモニタリング」
と称される米国特許第７,７７５,１１３号に記載される、１つ以上のエレメント、ユニッ
ト、デバイス、システムおよび／または方法を備え、これらを利用し、またはこれらにと
連携して利用される。
【００７１】
　[0074]　本発明の幾らかの実施形態は、参照によりその全体が本願明細書に組み込まれ
る「指向性のコヒーレント電磁波を使用したサウンド・ソース分割およびモニタリング」
と称される米国特許第８,２８６,４９３号に記載される、１つ以上のエレメント、ユニッ
ト、デバイス、システムおよび／または方法を備え、これらを利用し、またはこれらと連
携して利用される。
【００７２】
　[0075]　本発明の幾らかの実施形態は、参照によりその全体が本願明細書に組み込まれ
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る「ノイズの存在時に疑似周期信号の基本周波数をロバストに推定および追跡するための
システムおよび方法」と称される米国特許第８,９４９,１１８号に記載される、１つ以上
のエレメント、ユニット、デバイス、システムおよび／または方法を備え、これらを利用
し、またはこれらと連携して利用される。
【００７３】
　[0076]　本発明の幾らかの実施形態は、参照によりその全体が本願明細書に組み込まれ
る「レーザ・マイクロフォンをしようすることによりスピーチ関係音響信号を検出するた
めのシステムおよび方法」と称される米国特許第９,３４４,８１１号に記載される、１つ
以上のエレメント、ユニット、デバイス、システムおよび／または方法を備え、これらを
利用し、またはこれらと連携して利用される。
【００７４】
　[0077]　本発明の実施形態によれば、計算、動作および／または決定は、単一デバイス
内でローカルに実施されるか、複数のデバイスによって、または複数のデバイスにわたっ
て実行されるか、生のデータ、処理データおよび／または処理結果を交換する通信チャネ
ルを任意に利用することによって、部分的にローカルに、または部分的に遠隔に（例えば
遠隔サーバで）実行される。
【００７５】
　[0078]　本願明細書で検討した一部は、例証的な目的で、有線リンクおよび／または有
線通信に関係するにも拘わらず、幾らかの実施形態はこれらに限定されず、有線通信およ
び／若しくは無線通信を利用することができ、１つ以上の有線および／若しくは無線リン
クを含むことができ、有線通信および／若しくは無線通信の１つ以上のコンポーネントを
利用することができ、並びに／または、無線通信における１つ以上の方法、プロトコル若
しくは規格を利用することができる。
【００７６】
　[0079]　幾らかの実施形態は、汎用コンピュータでない特定目的のマシン若しくは特定
目的のデバイスを使用することによって、または、一般的でないコンピュータ、非汎用の
コンピュータ若しくはマシンを使用することによって実装される。当該システムまたはデ
バイスは、「一般的なコンピュータ」の一部ではなく「汎用コンピュータ」の一部ではな
い、例えば、セルラ送受信機、セルラ送信機、セルラ受信機、ＧＰＳユニット、位置決定
ユニット、加速度計（複数可）、ジャイロスコープ（複数可）、デバイス方位検出器若し
くはセンサ、またはデバイス定位検出器若しくはセンサ等のような１つ以上のコンポーネ
ント、ユニットまたはモジュールを利用し、或いは備える。
【００７７】
　[0080]　幾らかの実施形態は、自動化方法若しくは自動化プロセス、マシン実装方法若
しくはプロセスとして、半自動化若しくは部分自動化方法若しくはプロセスとして、また
は、コンピュータ、マシン、システム若しくは他のデバイスによって実施若しくは実行さ
れるステップ若しくは動作のセットとして、或いはこれらを利用することによって、実装
される。
【００７８】
　[0081]　幾らかの実施形態では、コード、プログラム・コード、マシン可読命令、また
はマシン可読コードを使用することによって実装される。これらは、非一時的記憶媒体ま
たは非一時的記憶物品（例えば、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、物理メモリ・ユニット
、物理記憶ユニット）に格納される。その結果、プログラム、コード、または命令は、プ
ロセッサ、マシン、またはコンピュータによって実行されると、当該プロセッサ、マシン
、またはコンピュータに、本願明細書で説明した方法またはプロセスを実行させる。当該
コードまたは命令は、例えば、ソフトウェア、ソフトウェア・モジュール、アプリケーシ
ョン、プログラム、サブルーチン、指示、命令セット、コンピューティング・コード、ワ
ード、値、シンボル、ストリング、変数、ソース・コード、コンパイル・コード、インタ
プレット・コード、実行可能コード、静的コード、動的コードの内の１つ以上としてもよ
いし、これを含んでもよい。これらは（限定的ではないが）、高水準プログラミング言語
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、低レベル・プログラミング言語、オブジェクト指向プログラミング言語、ビジュアル・
プログラミング言語、コンパイル・プログラミング言語、インタプレット・プログラミン
グ言語、Ｃ、Ｃ＋＋、Ｃ＃、Ｊａｖａ（登録商標）、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）
、ＳＱＬ、ＲｕｂｙｏｎＲａｉｌｓ、Ｇｏ、Ｃｏｂｏｌ、Ｆｏｒｔｒａｎ、Ａｃｔｉｏｎ
Ｓｃｒｉｐｔ、ＡＪＡＸ、ＸＭＬ、ＪＳＯＮ、ＬＩＳＰ、Ｅｉｆｆｅｌ、Ｖｅｒｉｌｏｇ
、ハードウェア記述言語（ＨＤＬ、ＢＡＳＩＣ、ＶｉｓｕａｌＢＡＳＩＣ、Ｍａｔｌａｂ
、Ｐａｓｃａｌ、ＨＴＭＬ、ＨＴＭＬ５、ＣＳＳ、Ｐｅｒｌ、Ｐｙｔｈｏｎ、ＰＨＰ、マ
シン言語、マシン・コード、アセンブリ言語等におけるコードまたは命令を含む。
【００７９】
　[0082]　例えば、「プロセッサ」、「コンピューティング」、「計算」、「決定」、「
確立」、「分析」、「検査」、「検出」、「測定」等の用語を利用する本願明細書の検討
は、プロセッサ、コンピュータ、コンピューティング・プラットフォーム、コンピューテ
ィング・システム、または他の電子デバイス若しくはコンピューティング・デバイスの動
作（複数可）またはプロセス（複数可）に関する。これらは、自動的および／若しくは自
発的に操作し、並びに／または、レジスタ、アキュムレータ、メモリ・ユニット、および
／若しくはストレージ・ユニット内の物理的（例えば、電子）量として表されるデータを
、他の好適な動作を実行する他のデータに変換する。
【００８０】
　[0083]　本願明細書で使用される「複数(plurality)」および「複数(a plurality)」と
いう用語は、例えば、「複数(multiple)」または「２つ以上」を含むものである。例えば
、「複数のアイテム」は、２つ以上のアイテムを含む。
【００８１】
　[0084]　「一実施形態」、「実施形態」、「例証的な実施形態」、「様々な実施形態」
、「幾らかの実施形態」および／または類似の用語への言及は、そのように説明される実
施形態（複数可）が、任意には、特定の特徴、構造または特性を含むが、全ての実施形態
が、必ずしも、特定の復調、構造または特性を含む訳ではないということを示すことがあ
る。更にまた、「一実施形態では」というフレーズを繰り返し使用することは、たとえそ
うであるとしても、同一の実施形態を必ずしも言及するのではない。同様に、「幾らかの
実施形態では」というフレームを繰り返し使用することは、たとえそうであるとしても、
同一のセットまたはグループの実施形態を必ずしも言及するのではない。
【００８２】
　[0085]　本願明細書で使用されるように、また、さもなければ特定されない限り、「第
１の」、「第２の」、「第３の」および「第４の」等の序数の形容詞の利用は、アイテム
またはオブジェクトを説明するために、単に、当該アイテムまたはオブジェクトの異なる
例が言及されているのを示す。また、そのように説明されるアイテムまたはオブジェクト
が、特定の所与の順序で、経時的に、空間的に、ランキングで、または他の如何なる順序
づけの手法でなければならないかのように意味するのを意図するのではない。
【００８３】
　[0086]　幾らかの実施形態は、様々なデバイスおよびシステムで使用され、これらと連
携する。当該デバイスおよびシステムは、例えば、パーソナル・コンピュータ（ＰＣ）、
デスクトップ・コンピュータ、モバイル・コンピュータ、ラップトップ・コンピュータ、
ノートブック・コンピュータ、タブレット・コンピュータ、サーバ・コンピュータ、ハン
ドヘルド・コンピュータ、ハンドヘルド・デバイス、パーソナル・デジタル・アシスタン
ト（ＰＤＡ）デバイス、ハンドヘルドＰＤＡデバイス、タブレット、オンボード・デバイ
ス、オフボード・デバイス、複合型デバイス、車両デバイス、非車両デバイス、モバイル
またはポータブル・デバイス、コンシューマ・デバイス、非モバイルまたは非ポータブル
・デバイス、電気機器、無線通信極、無線通信デバイス、無線アクセス・ポイント（ＡＰ
）、有線または無線のルータ、ゲートウェイ、スイッチまたはハブ、オーディオ・ビデオ
（Ａ／Ｖ）デバイス、有線または無線ネットワーク、無線エリア・ネットワーク、無線ビ
デオ・エリア・ネットワーク（ＷＶＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）
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、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）、無線ＰＡＮ
（ＷＰＡＮ）等である。
【００８４】
　[0087]　幾らかの実施形態は、片方向および／または双方向の無線通信システム、セル
ラ無線電話通信システム、モバイル・フォン、セルラ・フォン、無線電話機、パーソナル
通信システム（ＰＣＳ）デバイス、無線通信性能を組み込んだＰＤＡまたはハンドヘルド
・デバイス、モバイルまたはポータブル全地球測位システム（ＧＰＳ）デバイス、ＧＰＳ
受信機、送受信機またはチップを組み込んだデバイス、ＲＦＩＤ素子またはチップを組み
込んだデバイス、多入力多出力（ＭＩＭＯ）送受信機またはデバイス、単一入力多出力（
ＳＩＭＯ）送受信機またはデバイス、１つ以上の内部アンテナおよび／または外部アンテ
ナを有するデバイス、デジタル・ビデオ放送（ＤＶＢ）デバイスまたはシステム、マルチ
・スタンダード無線デバイスまたはシステム、無線または有線ハンドヘルド・デバイス（
例えば、スマートフォン、無線アプリケーション・プロトコル（ＷＡＰ）デバイス）等と
連携して使用されることがある。
【００８５】
　[0088]　幾らかの実施形態は、無料または有料で「ａｐｐストア」すなわち「アプリケ
ーション・ストア」からダウンロードされ取得され、コンピューティング・デバイスまた
は電子デバイスにプリ・インストールされ、或いは、当該コンピューティング・デバイス
または電子デバイスに搬送および／またはインストールされる「ａｐｐ」すなわちアプリ
ケーションを含み、またはこれらを使用することによって実装されることがある。
【００８６】
　[0089]　本願明細書で使用される「レーザ光線」という用語は、「レーザ・ビーム」で
あるか、これを含むことがあり、これらの用語は交換可能に使用されることがある。本願
明細書で使用される「レーザ・ビーム」という用語は、「レーザ光線」であるか、これを
含むことがあり、これらの用語は交換可能に使用されることがある。
【００８７】
　[0090]　本願明細書で使用される「顔」という用語は非限定的な例に過ぎず、本発明は
、他の身体の部分若しくは身体領域（例えば、のど、首）に向けられるレーザ・ビームを
利用することがあり、および／または、他の身体の部分または身体領域から反射される光
フィードバックを処理することがある。したがって、「顔」という用語は、他の好適な身
体の部分または身体器官と共に交換可能に使用されることがある。
【００８８】
　[0091]　本発明によれば、システムは、レーザ・マイクロフォンを備える。レーザ・マ
イクロフォンは、（ｉ）話者に向かう少なくとも１つの発信レーザ・ビームを、レーザ送
信機を介して送信し、（ｉｉ）話者から反射される光フィードバック信号を受信し、（ｉ
ｉｉ）少なくとも１つの発信レーザ・ビームおよび受信光フィードバック信号の自己混合
インタフェロメトリ(interferometry)によって光自己混合信号を発生させる、自己混合イ
ンタフェロメトリ・ユニットを備える。少なくとも１つの発信レーザ・ビームは、（Ｉ）
話者の顔を経時的に(temporally)スキャンする単一の発信レーザ・ビームと、（ＩＩ）複
数の分離した発信レーザ・ビームのセットと、の内１つを含む。
【００８９】
　[0092]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビームを
、話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備える。
【００９０】
　[0093]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビームを
話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、自己混合インタフ
ェロメトリ・ユニットが、話者の顔からの複数の反射光フィードバック信号を受信して処
理する。
【００９１】
　[0094]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビームを
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話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、自己混合インタフ
ェロメトリ・ユニットが、話者の顔からの複数の反射光フィードバック信号の融合に対応
する結合フィードバック信号を受信して処理する。
【００９２】
　[0095]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビームを
話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、自己混合インタフ
ェロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単
一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に処理する。
【００９３】
　[0096]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビームを
話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、自己混合インタフ
ェロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単
一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に処理し、自己混合インタフェ
ロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、特定
の反射光フィードバック信号に自発的にロック・インする。
【００９４】
　[0097]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビームを
話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、自己混合インタフ
ェロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単
一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に処理し、特定の反射光フィー
ドバック信号が、話者の顔から反射される他の１つ以上の光フィードバック信号に対し、
より大きい帯域幅の光自己混合信号に関連付けられる。
【００９５】
　[0098]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビームを
話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイと、話者の顔から反射され
る複数の光フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を選択する
光フィードバック選択器と、を備え、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、特定の
反射光フィードバック信号にロック・インして処理する。
【００９６】
　[0099]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビームを
話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイと、各自己混合信号の帯域
幅の値を比較することによって、話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号か
ら、単一の特定の反射光フィードバック信号を選択する光フィードバック選択器と、を備
え、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、特定の反射光フィードバック信号にロッ
ク・インして処理する。
【００９７】
　[00100]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビーム
を話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイと、話者の顔から反射さ
れる複数の光フィードバック信号を共に融合して、融合光フィードバック信号にする光フ
ィードバック融合ユニットと、を備え、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、融合
光フィードバック信号にロック・インして処理する。
【００９８】
　[00101]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え
る。
【００９９】
　[00102]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え
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、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、話者の顔からの複数の反射光フィードバッ
ク信号を受信して処理する。
【０１００】
　[00103]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え
、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、話者の顔からの複数の反射光フィードバッ
ク信号の融合に対応する結合フィードバック信号を受信して処理する。
【０１０１】
　[00104]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え
、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィード
バック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に処理する
。
【０１０２】
　[00105]　幾らか実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビームを
発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信して
いる２つ以上のレーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え、
自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィードバ
ック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に処理し、自
己混合インタフェロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィードバッ
ク信号から、特定の反射光フィードバック信号に自発的にロック・インする。
【０１０３】
　[00106]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、を備え
、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィード
バック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に処理し、
特定の反射光フィードバック信号が、話者の顔から反射される他の１つ以上の光フィード
バック信号に対し、より大きい帯域幅の光自己混合信号に関連付けられる。
【０１０４】
　[00107]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、話者の
顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック
信号を選択する光フィードバック選択器と、を備え、自己混合インタフェロメトリ・ユニ
ットが、特定の反射光フィードバック信号にロック・インして処理する。
【０１０５】
　[00108]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、各自己
混合信号の帯域幅の値を比較することによって、話者の顔から反射される複数の光フィー
ドバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を選択する光フィードバック
選択器と、を備え、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、特定の反射光フィードバ
ック信号にロック・インして処理する。
【０１０６】
　[00109]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割する１つ以上のレーザ・ビーム分割器と、話者の
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顔から反射される複数の光フィードバック信号を共に融合して、融合光フィードバック信
号にする光フィードバック融合ユニットと、を備え、自己混合インタフェロメトリ・ユニ
ットが、融合光フィードバック信号にロック・インして処理する。
【０１０７】
　[00110]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、複数のレーザ・ビーム
を話者の顔に向けて同時に送信する複数のレーザ送信機のアレイを備え、自己混合インタ
フェロメトリ・ユニットが、話者の顔からの複数の反射光フィードバック信号の融合に対
応する結合フィードバック信号を受信して処理し、レーザ・マイクロフォンが、特定の発
信レーザ・ビームに関連付けられる自己混合信号の品質を推定する自己混合信号品質推定
器と、特定の発信レーザ・ビームに関連付けられる自己混合信号の品質に基づいて、複数
のレーザ送信機のアレイからの特定のレーザ送信機を選択的に活性化または非活性化する
レーザ選択的活性化および非活性化ユニットと、を備える。
【０１０８】
　[00111]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正するモータを備
えるレーザ照準ユニットと、を備える。
【０１０９】
　[00112]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが自己混合インタ
フェロメトリを実行する間に並行して、レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正するモ
ータを備えるレーザ照準ユニットと、を備える。
【０１１０】
　[00113]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、所定のタイミング方式に基づいて、レーザ送信機の空間的
方位を経時的に補正するモータを備えるレーザ照準ユニットと、を備える。
【０１１１】
　[00114]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、特定のタイミング方式に基づいて、レーザ送信機の空間的
方位を経時的に補正するモータを備えるレーザ照準ユニットと、複数の各々のタイミング
方式によって取得される複数の自己混合信号の品質指標の値を比較することによって、特
定のタイミング方式を選択する較正ユニットと、を備える。
【０１１２】
　[00115]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、疑似ランダム補正方式に基づいて、レーザ送信機の空間的
方位を経時的に補正するモータを備えるレーザ照準ユニットと、を備える。
【０１１３】
　[00116]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、所定のタイミング方式に基づいて、レーザ送信機の空間的
方位を経時的に補正する運動可能な光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、を備える。
【０１１４】
　[00117]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、特定のタイミング方式に基づいて、レーザ送信機の空間的
方位を経時的に補正する運動可能な光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、複数の各々
のタイミング方式によって取得される複数の自己混合信号の品質指標の値を比較すること
によって、特定のタイミング方式を選択する較正ユニットと、を備える。
【０１１５】
　[00118]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、疑似ランダム補正方式に基づいて、レーザ送信機の空間的
方位を経時的に補正する運動可能な光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、を備える。
【０１１６】
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　[00119]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、特定のタイミング方式に基づいて、レーザ送信機の空間的
方位を経時的に補正する運動可能な光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、複数の各々
のタイミング方式によって取得される複数の自己混合信号の品質指標の値を比較すること
によって、特定のタイミング方式を選択する較正ユニットと、を備える。
【０１１７】
　[00120]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、疑似ランダム補正方式に基づいて、レーザ送信機の空間的
方位を経時的に補正する運動可能な光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、を備える。
【０１１８】
　[00121]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、所定のタイミング方式に基づいて、レーザ送信機の空間的
方位を経時的に補正する運動可能な微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）光学素子を備える
レーザ照準ユニットと、を備える。
【０１１９】
　[00122]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、ユーザによって発せられるスピーチの周波数よりも大きい
時間的スキャニング周波数を有する所定のタイミング方式に基づいて、レーザ送信機の空
間的方位を経時的に補正する運動可能な微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）光学素子を備
えるレーザ照準ユニットと、を備える。
【０１２０】
　[00123]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、ユーザによって発せられるスピーチの周波数よりも大きい
少なくとも１．２５回である時間的スキャニング周波数を有する所定のタイミング方式に
基づいて、レーザ送信機の空間的方位を経時的に補正する運動可能な微小電気機械システ
ム（ＭＥＭＳ）光学素子を備えるレーザ照準ユニットと、を備える。
【０１２１】
　[00124]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備える。
【０１２２】
　[00125]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備え、自己混合インタフェ
ロメトリ・ユニットが、話者の顔からの複数の反射光フィードバック信号を受信して処理
する。
【０１２３】
　[00126]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備え、自己混合インタフェ
ロメトリ・ユニットが、話者の顔からの複数の反射光フィードバック信号の融合に対応す
る結合フィードバック信号を受信して処理する。
【０１２４】
　[00127]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備え、自己混合インタフェ
ロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単一
の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に処理する。
【０１２５】
　[00128]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
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を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備え、自己混合インタフェ
ロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単一
の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に処理し、自己混合インタフェロ
メトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、特定の
反射光フィードバック信号を自発的にロック・インする。
【０１２６】
　[00129]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割するクリスタルと、を備え、自己混合インタフェ
ロメトリ・ユニットが、話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単一
の特定の反射光フィードバック信号を受信して、選択的に処理し、特定の反射光フィード
バック信号が、話者の顔から反射される他の１つ以上の光フィードバック信号に対し、よ
り大きい帯域幅の光自己混合信号に関連付けられる。
【０１２７】
　[00130]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割するクリスタルと、話者の顔から反射される複数
の光フィードバック信号から、単一の特定の反射光フィードバック信号を選択する光フィ
ードバック選択器と、を備え、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、特定の反射光
フィードバック信号にロック・インして処理する。
【０１２８】
　[00131]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割するクリスタルと、各自己混合信号の帯域幅の値
を比較することによって、話者の顔から反射される複数の光フィードバック信号から、単
一の特定の反射光フィードバック信号を選択する光フィードバック選択器と、を備え、自
己混合インタフェロメトリ・ユニットが、特定の反射光フィードバック信号にロック・イ
ンして処理する。
【０１２９】
　[00132]　幾らかの実施形態では、レーザ・マイクロフォンが、単一のレーザ・ビーム
を発生させるレーザ発生器と、単一のレーザ・ビームを、話者の顔に向けて同時に発信し
ている２つ以上のレーザ・ビームに分割するクリスタルと、話者の顔から反射される複数
の光フィードバック信号を共に融合して、融合光フィードバック信号にする光フィードバ
ック融合ユニットと、を備え、自己混合インタフェロメトリ・ユニットが、融合光フィー
ドバック信号にロック・インして処理する。
【０１３０】
　[00133]　幾らかの実施形態では、本システムは、更に、少なくとも１つの音響マイク
ロフォンを備え、本システムが複合型音響光センサである。
【０１３１】
　[00134]　幾らかの実施形態では、本システムは、更に、少なくとも１つの音響マイク
ロフォンを備え、本システムが複合型音響光センサであり、ラップトップ・コンピュータ
、スマートフォン、タブレット、ポータブル電子デバイスおよび車両オーディオ・システ
ムからなる群から選択されるデバイスに具備される。
【０１３２】
　[00135]　本発明によれば、例えば、システムは、例えば、レーザ・マイクロフォン、
レーザ・ベース・マイクロフォン、または光マイクロフォンを含む。例えば、光マイクロ
フォンは、話者に向かう発信レーザ・ビームを送信するレーザ送信機を含む。レーザ送信
機はまた、自己混合インタフェロメトリ・ユニットとして作用し、話者から反射される光
フィードバック信号を受信し、レーザ・ビームおよび受信光フィードバック信号の自己混
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合インタフェロメトリによって光自己混合信号を発生させる。単一のレーザ光線を利用す
る替わりに、複数のレーザ光線またはレーザ・ビームが、レーザ送信機のアレイを動作さ
せることによって、或いは、レーザ光線を分割し、若しくはレーザ・ビームを回折若しく
は散乱させるレーザ・ビーム分割器若しくはクリスタルを利用することによって使用され
る。任意には、１つ以上のレーザ・ビームは、ターゲット領域を経時的にスキャンする。
【０１３３】
　[00136]　本発明の１つ以上の実施形態に関連して本願明細書で説明した機能、動作、
コンポーネントおよび／または特徴は、本発明の１つ以上の他の実施形態に関連して本願
明細書で説明した１つ以上の他の機能、動作、コンポーネント、および／または特徴によ
って組み合わされても、組み合わして利用されてもよい。つまり、本発明は、本願明細書
で説明したモジュール、機能、またはコンポーネントの一部または全部について、たとえ
上記の検討において異なる位置若しくは異なるチャプタで検討され、または、たとえ異な
る図や副図の図にわたり示されるとしても、如何なる見込まれるか好適な組み合わせ、再
構成、アセンブリ、再アセンブリ、または他の利用をも含む。
【０１３４】
　[00137]　本発明における幾らかの例証的な実施形態の特定の特徴について、本願明細
書で図示し説明してきたが、当業者にとって、様々な修正物、代替物、変更物および均等
物を生じることができる。したがって、特許請求の範囲は、このような全ての修正物、代
替物、変更物および均等物をカバーすることを意図するものである。

【図１】 【図２】
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